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　特発性心室細動（IVF）のなかには Brugada症候群（BS）や J波を伴う IVF（J-IVF）など，それぞれに

特徴的な心電図所見を呈する．一方，完全右脚ブロック（CRBBB）は虚血心や不全心に出現した場合

を除けば，良性の心電図所見とされてきた．われわれは，CRBBB以外に異常を認めない IVF例で VF

ストームを呈し，β遮断薬・アミオダロン・鎮静・カテーテルアブレーションが無効であったが，イ

ソプロテレノール・ベプリジルが劇的な効果を示した症例を経験し，本研究会にて報告した．本症例

を契機に，多施設共同研究において IVF症例を集積し，そのなかでの CRBBBの頻度を検討した．そ

の結果，CRBBBは一般健常群に比べて Brugada症候群が除外された IVF群でより高頻度に見られ

（11.5％ vs. 1.37％ , p＝ 0.001），心電図では QRS幅が有意に広かった（150± 14msec vs. 

139± 10 msec, p＝ 0.0061）．CRBBBは IVFの心電図所見をマスクする可能性があり，①

CRBBBを主徴とする IVF，② CRBBBと BSの合併，③ CRBBBと J-IVFの合併の病態がありうるが，

① , ③を中心に述べる．
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